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様式２ 

審議会等会議録 

審議会等の名称 第１回 山口市すこやか長寿対策審議会 

第１回 山口市地域密着型サービス運営協議会 

第１回 山口市地域包括支援センター運営協議会 

開催日時 令和７年５月２９日（木曜日）  １４：００～１６：００ 

開催場所 ＫＫＲあさくら 扇翠の間 

公開・部分公開の

区分 

一部非公開 

出席者 

 

草平武志委員、伊勢嶋英子委員、郭泰植委員、市川洋一郎委員、岡幸夫委員、 

田邉亮委員、安元重実様（戸井正樹委員代理）、小野みさ江委員、高山直美委員、 

青木健委員、上野綾乃委員、橘康彦委員、原田憲一委員、松井康博委員、 

佐々木奉文委員、山根良夫委員、松永清美委員、藤本綾子委員、佐分利隆委員、 

阿部和雄委員、瀬孝宣委員、野田良輔委員、大窪正行委員（２３名） 

（敬称略、順不同） 

欠席者 大田修三委員、小迫幸恵委員 

事務局 副市長、健康福祉部長、健康福祉部次長、政策管理室長補佐、高齢福祉課長、 

高齢福祉課副参事兼基幹型地域包括支援センター所長、高齢福祉課主幹３名、 

同副主幹、健康づくり担当副参事兼介護認定担当副参事、介護保険課長、同主幹、 

同副主幹、同主事、健康増進課長兼保健センター所長、健康増進課主幹、 

指導監査課長、同主幹（１９名） 

議題  

「山口市すこやか長寿対策審議会」関係 

報告１ 審議会・運営協議会の設置目的と役割 

報告２ 第十次山口市高齢者保健福祉計画及び第九次山口市介護保険事業計画の概要 

 

「山口市地域密着型サービス運営協議会」関係 

議題１ 令和６年度指導監査実施状況及び令和７年度指導監査実施方針 

議題２ 令和７年度整備分地域密着型サービス事業者の選考結果（追加整備分） 

〈非公開審議〉 

報告３ 令和７年度地域密着型サービス事業者の新規指定 

 

「山口市地域包括支援センター運営協議会」関係 

議題３ 令和７年度地域包括支援センター事業計画及び予算 

 

内容 ※要点筆記 

 

次第に基づき以下のとおり進められた。 

１. 開会 

（１） 委嘱状の交付 

（２） 市長あいさつ 

（３） 委員の紹介 

（副市長は公務のため退席） 

（４） 会長の選任 

【事務局】事務局案により山口県立大学名誉教授の草平委員を推薦 →了承 

 

【会長】 挨拶ののち、職務代理にＹＩＣ看護福祉専門学校伊勢嶋委員を指名 
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 ―会長により議事進行― 

 

【事務局】 

会議の情報公開の取り扱いについて原則公開、議題２「令和７年度整備分地域密着型

サービス事業者の選考結果（追加整備分）」については、事業所の選考に関する議題か

ら審議内容を非公開とする。会議録については要旨のみの掲載とし、発言者の実名を伏

せた状態で公開することを提案→了承 

 

―以下、会長、委員、事務局の発言要旨― 

 

 
２. 議事 

「山口市すこやか長寿対策審議会」関係 

報告１ 「審議会・運営協議会の設置目的と役割」 

報告２ 「第十次山口市高齢者保健福祉計画及び第九次山口市介護保険事業計画の 

概要」 

【会長】 

報告１「審議会・運営協議会の設置目的と役割」、報告２「第十次山口市高齢者保健

福祉計画及び第九次山口市介護保険事業計画の概要」について、事務局の説明を求め

る。 

 

【事務局】 

資料１－１、資料１－２を用いて説明。 

 

【会長】 

 報告１「審議会・運営協議会の設置目的と役割」、報告２「第十次山口市高齢者保健

福祉計画及び第九次山口市介護保険事業計画の概要」について委員に質問や意見を求め

る。 

 

―質疑無し― 

 

 

「山口市地域密着型サービス運営協議会」関係 

議題１ 「令和６年度指導監査実施状況及び令和７年度指導監査実施方針」 

【会長】 

議題１「令和６年度指導監査実施状況及び令和７年度指導監査実施方針」について事

務局の説明を求める。 

 

【事務局】 

 資料２を用いて説明。 

 

【会長】 

 議題１「令和６年度指導監査実施状況及び令和７年度指導監査実施方針」について委

員に質問や意見を求める。 

 

―質疑無し― 

 

 

議題２ 「令和７年度整備分地域密着型サービス事業者の選考結果（追加整備分）」 

 

-事業所の選定に関する議題のため非公開- 

 

 

報告３ 「令和７年度地域密着型サービス事業者の新規指定」 
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【会長】  

報告３「令和７年度地域密着型サービス事業者の新規指定」について事務局の説明を

求める。 

 

【事務局】 

 資料４を用いて説明。 

 

【会長】 

報告３「令和７年度地域密着型サービス事業者の新規指定」について委員に質問や意

見を求める。 

 

【Ｂ委員】 

 「デイサービスもりお」について、５月１日に指定が下りているから問題ないと思う

が、かなり水害の問題がある場所なのでないかと思う。その辺の対策というのは、それ

なりに考えられて指定されたと理解してよろしいか。 

 

【事務局】 

地域密着型の通所介護においては、水害のハザードマップ等をみてそこで審査という

ところは、審査項目として入っていない。事前に警報や、雨の状態を見ながら、利用者

の安全を図っていただくという形になっている。 

 

【Ｂ委員】 

 了承した。ただ、ここ場所が壺の底みたいになっている。一般市民でも、少し水がき

たら上がれないだろうなと。建設途中を見ており、大丈夫かなと思った。少し参考まで

に質問させていただいた。 

 

【会長】 

 災害時の対応について事前の審査項目には入っていないが、実際の運用に関しては、

周囲の把握が必要になってくるのではないかという意見であった。 

 

 

議題３ 「令和７年度地域包括支援センター事業計画及び予算」 

【会長】 

議題３「令和７年度地域包括支援センター事業計画及び予算」について事務局の説明

を求める。 

 

【事務局】 

 資料５－１，５－２を用いて説明。 

 

【会長】 

議題３「令和７年度地域包括支援センター事業計画及び予算」について委員に質問や

意見を求める。 

 

【Ｃ委員】 

 自治会連合会と地区社協が共同でやっている健康相談会の際に、地域包括支援センタ

ーの方に来て頂いて、地域包括支援センターの宣伝をしてもらっている。しかし、高齢

化が進み、高齢者になっても働く人が増え、健康相談会に来る人が段々減ってきてい

る。さらに、自分の両親が高齢者である比較的若い世代が、地域包括支援センターの存

在を知らずに、どこに相談したらいいか分かっていない状態にある。特に、南部はフレ

イルが進んでから相談に来られる方が多いという指摘がある。回覧板を回しても若い人

は読まないので、もう少し若い層に知らせる方法はないか。 

  

 また、百歳体操を複数箇所でやっているが、百歳体操に世話なく行ける同じ人が、違

う地区に行ってやっているだけという事例があったり、認知症カフェは、まず車に乗れ

るという条件の人が多く来られるので、認知症でない人が話をする場所として、集まる
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場所になったりしている。その辺も含めて、これだけはぜひやってほしいことや、こう

いう風にやってほしいということをある程度示していただけると助かる。 

 

【事務局】 

 山口市が実施している、まちづくりアンケートを見ると、地域包括支援センターは年

齢によって認知度が違っており、６０歳以上だと６～７割の認知があるが、３０、４０

歳以上になると３割程度の認知しかない。そういった視点で今一度、ＰＲの仕方につい

て考えていきたい。 

 

百歳体操も、私たちとしては出来るだけ高齢者の方が自分で歩いていけるところに、

できるといいと思っているが、担い手の方や世話をしてくださる方の確保など、大変な

面もあると思う。支えてくださる人材がいらっしゃらないか、一緒に考えながら進めて

いきたい。 

 認知症カフェに行きお話をすることは、フレイル予防として重要だと思うが、市の意

図としては、認知症カフェでは、「認知症について理解してほしい」、「認知症の方も行

けるし、そうでない方も行って、認知症について理解が出来る」、あるいは「困ってい

る方が相談出来る」そんな場になるといいと思う。車や送迎の問題は、認知症カフェで

は、どこの地域でも話題に上がる。何か送迎が出来る仕組みを作れないか、地域の方で

生活支援コーディネーター等も一緒に検討していきたいと思っている。 

 

【Ｃ委員】 

 それから各種の情報が役員で止まる。若い人は、回覧板は見ないし、地域の横の繋が

りも希薄になっている。その辺も含めて、分かってもらう方法がないか、私どもも検討

していきたい。 

 

【Ｄ委員】 

 人員について、専門職を揃えるというのが、今この人員不足の中で、特に保健師さん

とか、専門職の場合には、募集してもなかなか集まらない。実際に、包括だけでなくほ

かの事業所に対しても、何か採用を応援するような施策や具体的に何か制度があるか質

問したい。 

 

【事務局】 

介護職員の資格取得に係る補助金として、介護福祉士の国家試験の受験手数料につい

て、３年前から上限１万円、昨年からは主任ケアマネさんの新規研修、更新に係る費用

についても上限２万円とし、補助金の拡充もさせていただいている。昨年度は、介護の

入門的研修として、介護職を離れている方や、資格をもってない方を対象に、５日間 

研修を行い、１５人募集のところ１３人に受講していただいた。その中で、受講中に 

１人は就職を決められ、もう１人の方は、もう少し専門的な研修に進みたいというよう

な意欲的な回答をされた。引き続きそういう取組を進めていきたい。 

 また、今年度の予算において、人材を確保される事業所に対する支援について、予算

を計上しており、具体的な制度については、これから詰めていきたい。なかなか市独自

の取組で、沢山の職員が確保出来るという状況には至らないのは、承知しているが、 

そういったことをＰＲさせていただくことも、市として重要な役割と思っているので、

引き続き取り組んでいきたい。 

  

 

 ―議事終了― 

 

 

３ その他 

【事務局】 

次回審議会及び運営協議会開催予定と変更点について説明 

 

―会議終了― 
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資料 （資料１-1） 審議会・運営協議会の設置目的と役割 

（資料１-2） 第十次山口市高齢者保健福祉計画及び第九次山口市介護保険事業計画の

概要 

（資料 2）令和６年度指導監査実施状況及び令和７年度指導監査実施方針 

（資料 3）令和７年度整備分地域密着型サービス事業者の選考結果（追加整備分） 

（資料 4）令和７年度地域密着型サービス事業者の新規指定 

（資料 5-1）令和 7 年度地域包括支援センター事業計画 

（資料 5-2）令和 7 年度地域包括支援センター収支予算 

問い合わせ先 健康福祉部 介護保険課 管理担当 

TEL ０８３－９３４－２８０５ 

 


